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研究の背景～近年の国内動向～

引用元：https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/index.html#ryuiki-torikumi

第37回技術研究発表会



雨庭（レインガーデン）について 第37回技術研究発表会
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研究の目的と課題

✦データの不足、設計・計画手法が未確定
⇒実規模施設における実測データの取得
⇒効果予測のためのシミュレーション精度確認
⇒維持管理におけるデータ活用

実装に向けた課題と方策（雨水貯留浸透に限定）

✦千葉県印西市（2019年）と東京都江東区（2024年）に整備された雨庭にお
いて、降雨と貯留浸透のモニタリングにより、実測データを得る

✦豪雨時における雨水貯留・浸透挙動のシミュレーションによる再現を試行
⇒計画段階における活用可能なツールのプロトタイプを開発し検証を行う

研究の目的

第37回技術研究発表会



調の森 SHI-RA-BE ®



グリーンインフラ・生物多様性保全の研究開発フィールド
「調の森 SHI-RA-BE ®」 第37回技術研究発表会

雨水貯留 鳥類に配慮した緑地 希少水草の保全 養蜂



雨庭の概要 「調の森 SHI-RA-BE ®」 第37回技術研究発表会

平時の様子

豪雨時の様子

俯瞰写真

貯留浸透部



雨庭の概要 「調の森 SHI-RA-BE ®」 第37回技術研究発表会

集水域（2,500m2）
オーバーフロー管

レインガーデン
オーバーフロー桝（GL+150mm)

区画①
（GL-600mm）区画③

（GL-400mm）

区画②
（GL-500mm）

区画④
（GL-300mm）

モニタリング項目
・降雨量⇒15分間隔
・雨庭内水位⇒1分間隔

平面配置図

断面図
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モニタリング結果 令和6年6月豪雨 第37回技術研究発表会
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雨庭の景観の変化



モニタリング結果 浸透能の変化 第37回技術研究発表会

浸透能の低下は見られない

計測時期 2019年10月 2020年10月 2022年6月 2023年6月 2024年8月
浸透能

（mm/hr） 10.5 10.0 10.9 11.9 10.6



東陽町ぐりんたすコミュニティガーデン



BEFORE



AFTER



地域に開かれたガーデン広場

既存のアスファルト舗装の一部を撤去し、緑化
する事で、雨水流出抑制能力を向上させた。

既存境界塀を撤去し、地域に開かれた広場を計画した。

深さの異なる水盤を4種類計画した。水盤に溜まった
雨水は空を映し出すとともに、様々な鳥の水浴び場になる。

水位計を設置し、雨水の流れをモニタリングしている。

空隙の多い砕⽯や⼈⼯軽量⼟壌などで構成されており、
雨水を溜めることができます。敷地内に⾬⽔を溜めて地下
に浸透させることで、下⽔道への⾬⽔流出を抑制します。



雨庭の概要 第37回技術研究発表会

屋根 駐車場

水盤１ A 緑地

B 緑地

C 緑地

地面

水盤2

水盤3

水盤4

雨水の流れ

駐車場

水盤１

A 緑地

B 緑地

C 緑地

地面

３

４

水盤２
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①長期モニタリング結果（2024年7月～10月）



雨庭内水位のモニタリング結果 第37回技術研究発表会

⇒オーバーフローが生じた回数は，雨庭①が1回，雨庭②及び③の連結部が4回
建物屋上と駐車場の雨水の大部分は雨庭①によって一時貯留され，地中へと浸透



浸透能の評価結果 第37回技術研究発表会

⇒雨庭①については，貯留水深が底面より20cm付近で浸透速度が緩やかになる傾向貯
留部の深度が深い雨庭の計画段階においては，側方浸透の影響も考慮することが必要



雨水流出抑制効果の実績（2024/7～10） 第37回技術研究発表会

⇒積算流入量が486.0 m3に対して，下水道への積算流出量が49.0 m3とい実績値を得た
計測期間中において敷地に降った雨量の約89.4 %に当たる雨水を敷地内に留めた



②雨水流出を予測するツールの検討



雨水流出予測モデルの検討

緑地/駐車場面積AV
流出係数fV

レインガーデン面積ARG

緑地/駐車場流量 QV=1/1000×fV×r×AV レインガーデン流量 QRG=1/1000×r×ARG

貯留量S(m3/10min)=(QR+QV +QRG)-(I ×ARG)
貯留水深WL（m)=S/ARG/e+WL’ (0≦WL<H)

貯留水深WL（m)=S/ARG+H (H≦WL<H+h)

合理式（降雨量⇒流量換算）

Q=1/1000×f×r×A

流量(m3/10min) 流出係数(-)

降雨強度(mm/10min)

面積(m2)
降雨強度r(mm/10min)

降雨波形（ハイエトグラフ）

屋根流量 QR=1/1000×fR×r×AR

間隙率e

浸透速度I(m/10min)

Qof=S (WL≧H+h)

浸透部深さ H

表面貯留深さ h

QR+QV+QRG オーバーフロー

屋根面積AR
流出係数fR

貯留水深WL

第37回技術研究発表会

特徴：表面流出過程を簡易化
→設定パラメータを少なくし、
建築設計者が初期検討に利用可能な
ツールを目指した



豪雨時における流入・流出流量の実測結果 第37回技術研究発表会

敷地外へ流出発生 敷地外へ流出発生

⇒豪雨時において流出遅延効果を確認、
貯留水が速やかに浸透する様子を実測により確認

積算雨量
595mm



豪雨時における雨庭内水位の実測結果 第37回技術研究発表会

⇒雨庭①～③において豪雨時の水位変化の実測値を得た
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実測値と計算値の比較結果 第37回技術研究発表会

⇒雨庭内で水位ピークが現れるタイミングや浸透の挙動が再現可能であることを確認した
集水面での流出モデルを簡略化→適用条件を整理する必要がある



まとめ

• 千葉県、東京都内に設置した実規模の雨庭において、降雨量、水位、流入・流
出流量のモニタリングにより雨水流出抑制効果の把握を試みた。

• 水位計測は維持管理の指標として、流出入流量計測は環境蓄雨性能の指標とし
ての活用可能性が示唆された。

• 雨庭による貯留浸透挙動を予測する簡易モデルを構築し、実測との比較により
建築設計の初期検討において十分な精度有することを確認した。

• 今後、雨庭の設計支援ツールとしてプロジェクトでの検証を通じて改良を行っ
ていくと共に、貯留浸透施設規模の最適化等への応用を検討していく予定。
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